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木材の流通経路を確かにして、売上を山へ還す仕組みと

「身近な森林の再生」と「循環する環境」を未来に繋ぐ



沿革

企業概要

昭和28年頃
昭和33年
昭和39年
昭和51年
平成12年
平成28年

桐を仕入れ、桐下駄の取り扱いを始める
材木屋創業、建築事業に着手
有限会社に組織変更
株式会社へ組織変更
鯖石川河川改修に伴い社屋移転
木材のトレーサビリティ開始
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株式会社太田材木店
〒945-0022
新潟県柏崎市東原町12番地2
0257-24-1511
0257-24-1512
昭和39年3月2日
1,000万円
代表取締役　太田　正昭
13名

新潟の厳しい冬を幾度となく経験した木々た
ち。雪に引っ張られ風に揺すられながらも上へ
上へと伸びる木たち。この木々たちはかつて先
代や先先代の人たちが植林をし、手を掛けて成
長を見守ってきました。「50年先に役立ってく
れれば」孫世代へ向けた思いもあったはず。時
代の流れもあるでしょうが、山は荒れ、育って
きた木は建築用材として使われることなく、バ
イオマスの燃料としてその役目を終えていきま
す。家を建てる人にとってみても、トータルの
予算が納得できれば良く、家を支えるその木が
国産なのか外材なのか、木については知りたい
対象になっていない、そんな感覚を抱きます。

私たちは、自らが扱う木材のトレーサビリティ
（流通の経路を生産段階から最終的な消費段階
あるいは廃棄段階まで追跡が可能な状態）を明
確にすることで、エンドユーザーから産地への
流れを作りたいと考えました。そうすることで
一生懸命整備した林には、それだけのお金が戻
ってくる、循環の再構築です。使う人たちが少
しずつお金を出しながら、みんなで底上げして
山にお金を戻していく流れを作りたい。「自分
の家は地元の山で育った木でつくりたい」と思
ってもらえる仕組みを作りたくて、トレーサビ
リティに取り組んでいます。


